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Ⅰ ヴェネチア派と出会う  
海が拡がり始める。霞の彼方に建物の姿が浮かび上がってくる。胸が躍る。  
映画「旅愁」の冒頭で，ヒロインがあわてて八ミリを構えるシーンがまざまざ  
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地味な存在である。ただし，ヴェネチア派の組織的検討を最大目標の一つに掲  
げている今回の旅にあって，Tintorettoの宝庫であるこの教会を見落とすわけ  
にはいかない。   
内部を飾る幾多の絵画のなかで，右奥になじみの大作「マリアの神殿奉献」  
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・駄作博物館と呼ぶべきここにあって，唯一の至宝Mantegna“SanSebasti－   
ano”（「聖セバスティアヌス」，『マンテーニヤ』p86）。マンテーニヤが措   
いた，ぼくの知る限り三種の聖セバスティアヌスなかで最も悲痛で完成度  
の高い作。しかしこれはロープで封じられ，絵までの距離5m！ オペラ  
グラスを取り出す気にもなれない。配慮のなさにつばを吐きかけたくな  
る。Vivariniの祭壇画もうっとうしいだけ。   
思い返せば入ってすぐの部屋では，肥えまくった中年女の係員が大声で喋り  
まくり，気が触れたのではと怖くなるような引きつった笑い声を立てていた。  
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前回イタリアが大嫌いになった要因はこういう体験に連続して見舞われたから  
なのだが，今回は再現されないことを祈るのみ。時間を浪費した思いだけ残し  
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隣のG．Belliniの二枚（SanPietroとAnnunciazione）が，まるで見劣りする。   
そのまた隣の聖者群像も悪くない－と近寄ってみると，これもdelPiombo！  




















111   
112  文化論集第25号  
か見えぬもの）が，研究書の著者が主張するようにアダムとイヴのヘビであり  
うるのかなど，確認すべきことはいくらもあるのに涙を呑んで退散する。なん  





見れば滑らかで，きわめて抑制の効いた画面。肌はまるで絹のようだ。   






されており，今までの認識とは異なっている）。   
同じG．Belliniの“MadonnacoIBambinobenedicente”（幼子イエスが指を二  
本上に伸ばしている）。この硬さは若描きのゆえだろう。父JacopoBelliniの影  







クを用いたはずなのだ（だから近くから見ると，意外に荒かったりする）。   
第Ⅶ室。LorenzoLottoの例の「トカゲ男」も，鎖で遮られている。  
112   
113   ヨーロッパでの思索  


























113   
文化論集第25号  114   
























会）を目指すことだけを考える。   
SanZaccariaへは，小さな表示を頼りに岸辺から直角に曲がらなければなら  
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これだけVeroneseとTintoretto責めにあうと食傷してきたのも事実。   
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める（画家としては求められる）ようになるとこのグロテスクぶり。   













まったく失せて礼拝堂に着いたのである。   
案の定の人垣を前に，並んでいた婦人に「予約をしたんですか？」と，うら  
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られる。   
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れ以上の造形を成しえなかった－そう言わせるに足るだけの優れた構成であ   
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弄されるキリスト」を除けば面白みの欠けた四つの画面で囲まれているわけだ  
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おう』」（『聖遺物の世界』）。これはほくが大好きな笑話であり，宗教と性がおお  
らかに合致した中世をまざまざと巨＝こ浮かべることができる。現代など，これ  
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かのようだ。   
名画に接する喜びではなく，怒りと哀しみだけ味あわされて，隣接する  
Museocivico（市立博物館）に移動する。相当に広いため，係員に「とりわけ  





地元のパドヴァ派やヴェネチア派を収集した成果なのだ。   
第二室も充実している。PittoreBelliniano（16世紀最初の10年）が抜群に好  
きだが，これはもちろん人名ではなく，ペリーニ派の画家という意味。   
第三室もよい。Pittoreanonimno（匿名画家）と記された絵にさえ，とても   
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優れたものがある。BoccaccioBoccaccinoがとくに秀逸。   
第四室。時代が進むと肖像画が多くなり（この部屋だけで9点），Tintoretto  
ですらまるでつまらない。次の部屋からは見る気が失せ，作者名を確認するの  
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いたのである。   
以下は，再訪したプレラ絵画館での記述。  
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binoeuncorsodicherubini”。天使たちの数がややうるさいかとの印象を受け   








太く見える。左下の川を流れる白い彼の描法は，日本画を連想させる。   
同じG．Be11iniの“Madonnacolbambino”（「聖母と祝福する幼子キリスト」。な  
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室に戻り，残された時間との闘いが始まる。   
第II室。IGiovannidaMilano“Cristogiudice”のきわめて堅固な造形性。   
第Ⅲ室。AndreadiBartolomeoの硬質さもいい。目立ちはしないが，Jacopo  
Bellliniの魅惑的な小品，“MadonnacoIBambino”。育と赤の深みは彼ならでは  
のものだ。   
第Ⅳ室。GentiledaFabrianoは悪くか一のだが，大作，小品ともに凡庸。蓮  
見重彦ではないが，「凡庸さ」ということをテーマに考察してもよい。   
第Ⅴ室。入ってすぐ，「いいねえ」と呟かされたのがGiovanniBatistaCima  
のトリブティック。小品だが落ち着きがある。   
第Ⅵ室。先の傑作6点を除けば，駄作ばかり。VittoreCarpaccioの3点は救  




のだ。   
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とから，制作順序が如実にわかることも同様。   
daVinci“Musico”。これも絵画好きなら知らぬことのない一品（赤い帽子を   
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かぶった音楽家の肖像）。顔は微細に措かれていながら，下半分はきわめて粗  




ところで！ ヨハネの右目周辺に爪痕としか見えぬ傷がいくつもついているの  
だが，これは？！イタリア語がもっと流暢であれば係員に問うてみたいとこ  
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せているが，それにしたところで躊躇する重さだったのは返す返すも残念。   













・AmbrogiodaFossano（通称IIBergognone）もしっかり描かれている。以   
上二点はまったく同じ装飾で，一対になって豪壮な箪笥の飾りになってい  
る。ここは貴族の私邸を改造した美術館だからやむをえないとしても，家   
具，調度，ガラス製品，陶器などに絵画が混在していて，集中力を奪う。  
・IISodomaのロトンダは高い位置にあって充分に鑑賞できない。これもこ   
の美術館の欠点。IICanelotto，G．B．Tiepoloは駄作揃い。  
・よかったのはFrancescoBonsignori（ひじょうに女性っぼい聖人の図），Lo－   
renzoLotto（さすが），BagiodiAntoniodaFirenze（Bottice11i風の華や   
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いだ色彩の聖母図）。一方，一番奥の部屋の］．Beliini，F：Lippiは剥離礎色   
のせいだろう，ひどく精彩を欠く。J．PalmailVecchioの胸をはだけた女  
性像は俗っぽいだけ。Giorgioneの若い男の肖像画は評価が分かれよう（ぼ   
くには若描きと思われる）。  
・Pollaioloの至宝“Ritrattodidonna”。左右の端から透かして見ると，肌の線，   
とくに顔の線に沿って，くっきりと黒の輪郭線を措き加えてあることがわ   
かる。姿が背景から浮き出して見える理由の一つはそれだ。色彩の穏やか   
な語調については，今さら付言するまでもない。  
・Botticelliの“MadonnacoIBambino”（「書物の聖母」）は，充実しきった  





（「死せるキリストヘの哀悼」，『ボッティチェリ』p68）。ロンドン・ナショ   
ナルギャラリーの所蔵品とは異なって縦画面で，やや窮屈さを感じさせな  
いではないが，コンポジションは研ぎ澄まされている。複製ではわからな  
かったが，人物の輪郭線がかなり強く引かれている。複製ではさらにわか   
りにくいのは，頭に彩られた光背（マグダラのマリアと上端の男－たぶ   
ん注文者なのだろうーには欠けている）。   
今，マグダラのマリアの光背を確かめようとして顔を寄せたとき，すん  
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四点に会うことができた。なんと去りがたい思いがすることだろう。次の   
部屋のP．degliIngannatiやA．daFossanoも悪くはないのだが，先の部屋  
の長い滞在で疲れきってしまった   









にただの一つもない。   
ぼくがそうしたように，あらかじめ写真やテレビなどで内部の様子を見たり   
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うか。この聖堂内は電灯に灯し出された今日でも薄暗く，ましてや制作時の暗   
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さは想像を越えているはずだ。ここのモザイクは一つには「高さ」ともう一つ  
には「暗さ」の，二重のシチュエーションを充分に配慮して制作されたはずな  





















かれていないと言うほかはないのである。   
その一例を挙げておこう。「重量地獄」を避けるため美術資料の類いは極力買  
わないことにしたと書いたが，モザイクについてはわが家にも資料が乏しいの  
139   












る。 こちらは聖堂とは打って変わって穴倉のような狭いスペースしかなく，大  
団体と一緒にいるとムッとして息が詰まる。過ぎ去った真夏の暑熱地獄の折に  
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（『書物としての新約聖書』）。   
田川氏のこの著作は700頁を越える大著でありながら，寝食を忘れさせるほ  
どにおもしろいことを付記しておこう。天井に描かれたこれら四つの象徴は，  
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はユーレイルパスを使って別の街に行ける－。   
そう決めると心が急き，足が速まり，汗がにじむ。教会の外観を眺めている  
暇も惜しい。チケット売り場の背丈優に2mを超える巨人青年，“Grazie”と礼  











かり窓の間に措かれた16人の聖人と預言者，f．22人の聖女たちである。   
このなかですでに写真で知っていたのはc．のうちの「最後の晩餐」で，造  
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る。   
一枚の絵について長く書いてきたが，左壁面のa．最上層のキリストの奇跡  
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は，『岩波 世界美術 初期キリスト教美術・ビザンティン美術』p121～122の  
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クは鉱物を相手にした「半彫刻」なのであり，マチエールを考慮に入れなけれ  
ば美術史研究の価値も半減すると実感させられたのである。   





















ムッソリーニがロー マ帝国の象徴としてこの形態を愛好した事実もある。   
イタリア人はアーチ，円，半円，円筒，半円筒を，イール・ド・フランス的   
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「過剰なリアリズム」を要請するものは，科学的精神であるとぼくは思ってい  





















したかと，ほくならば案じてしまう。   
今度は北面壁画の人物全体に目を転じてみよう。都合20人のうち，完全な横  
向きが2名，完全な正面向きが1名で，あとはばらばらな顔の向きを示してい  
る。コンピュータで解析してみればわかるだろうけれど，すべての顔が別の角   
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ることは紛れもない事実である。   
西壁面は二本の壁柱で三つのブロックに分割されており，右端に「避近」と  
題されたやはりゴンザーガー家12人の群像が措かれている（背景に溶け込んだ  
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や獅子），TRousseau程度しか思い出さない。Ravennaの霊廟壁画には「善き  
羊飼い」のフレスコ画があったが，羊の造形にとくに関心を払ったわけではな  
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らいのことはあったのだろう。しかし現代のわれわれとしてはとびきりの名画  
に感嘆しておればよい。この壁画が本旅行最大の収穫（の一つ）になることは，  















を行きに見てしまおうというわけだ。狭くて交通量が多いだけのGiulio Ro－  
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えなかった，結局一時間ほどの訪問で街に戻る。   
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である。ちなみに館内の見学者はぼくひとり。巨人のごとく背の高い看守に，  






を列挙しておく。MarcoMoloni，FrancescoBotticini，A．delSarto，VicenzoCate－   
















狭い古都の見どころを一周して駅に戻るだけだ。   
結果的には本旅行でも群を抜いて印象の薄い，もっとはっきり言ってしまえ  
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然の措置なのである。   
一概に「教会」というけれど，とくにイタリアの教会の場合には， 1．ドゥ  
オーモ，2．鐘楼，3．洗礼堂の三つはセットにしつつ相互に区別したほうが  
いい。有名なピサに例を取ると，1．十字型のドゥオーモ，2．ピサの斜塔と  
呼び習わされる鐘楼，3．円形の洗礼堂が絶妙な配置で白く輝いている。   
ちなみにドゥオーモ（duomo）とは，その街で最重要の教会を意味し，通常  
は「司教座教会堂」を指す（「司教座」がcattedraで，「司教座教会堂」が  
cattedrale）。ゆえにイタリアでは   





はないので，観光ガイドなどでもあえて訳語を用いてないのである。   
ややこしい話のついでに「礼拝堂」（英chapel，仏chapelle，伊capppella）  
についても補足しておくと，定義は次のようになる。1．（教区教会堂以外の）  
159   















博物館の名に背いたご く小さな施設であり，まったく時間はかからなかった。  
ただ上品な色彩のいくつかのモザイクが何世紀の作か知りたくて，“Dichese－  
colosonoque11imosaici？”と尋ねると，要するに“diverso”「いろいろ」との返  
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くこれ以上剥離しなかったと感心するくらいマチエールの層が薄い。クーポラ  
を支える16本の支柱が，薔薇色とクリーム色が入り混じった微妙な色合いを見  

















ないようだ。   
“Oggimammaemorta．Oforsehieri，nOnSO．   
これはイタリア語訳『異邦人』の書き出しである。Algerと同じ港町，Genova  
への汽車のなかで読み始めることができたとは，いい思い出になってくれるだ  
ろう。   
美しい山が見え出すと同時に街にMETROの表示が見え始めて，もうGe－  
novaかとあたふた下車の準備に取り掛かる。実際はあと15分かかったのだが，  
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ろで納得したりする。   
もう終わりか，4ユーロはムダであったかと嘆息したとき，係のおばさまに  
声を掛けられる。鎖で封鎖された上の階を指差し，このイスに腰掛けて待って  
いれば他の客と一緒に案内すると言っているらしい。しばらくして鎖が解かれ   
上の階へ。  
・A．delSartoの聖母子は美しく，JoosvanCleveは相変わらずぼく好み。  
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かる。18hlOに退館。   
Ⅶ ゴッホ巡礼   
“Arles．IciArles：’。   
緩やかな女性の声の構内放送がArles到着を告げると，予想もしなかった感  
動に身を包まれ胸が詰まる。イタリアでは常識的な駅の構内放送が，フランス  
で聞かれることはめったにないのだ。   
降り立った駅前はおそろしく殺風景で，ゴッホの時代にどれだけ寂しかった  
かは想像を絶する。彼と視線を共有している感覚がつきまとっていて，道を歩  
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壮絶な悲愴感を噛みしめてしまうことは避けがたい。ぼくの号泣のわけも，そ  


















れば「黄色い家」は，どの道取り壊される運命にあったと言うべきか！）。   
教えられた部屋は階段を半分登って，一度外廊下を抜けた奥にある。広場に  
は面して－いない！ どころではなく，そもそも窓がない！いや，ないこ  
とはないのだが，外の鎧戸が二度と開かぬように固く打ち付けられている。飾  
りもなく暗い部屋にはなんの不満もないけれど，ゴッホと視線を合わせ，広場  
を見下ろして時を過ごしていたかった。   
街なかに出れば観光客がいないどころかかなり多いのだけれど，不思議に目   
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だろう」。   
9月17日付け書簡からわかることは，ゴッホが印象派の技法を踏襲して屋外  
の現場で絵を措き続けたということである。とくに「夜のカフェ・テラス」は   
168   





















な遅い時間にほかに出歩く必要はなさそうだから。   
焦点はただ一つ，ぼくがこの絵から9月の夏の爽やかさを感じ取りながら，  
婦人たちが長いコートを着込んでいる矛盾であった。結論というほどでもない  
が，次のことは指摘することができそうだ。   
ミストラルの吹く寒い日に措かれた絵ではあるまい。そんな夜に「神経をい  
らいらさせ」ながら描く必要はないし，「澄み切った空気」や「感動的な静けさ」  
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だけである。   
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てもない企画だったのである。   
以下は簡単な走り書き。  
・ゴッホのデッサンはほとんどセピアのインク（＋graphite）で措かれてい   
るが，まず薄めのセピアで細部を措かれ，次いで太目のセピアでアクセン   
トが加えられている。その逆ではない（細かい語調は無視して）。  
・点の果たしている役割がおもしろい。ときとして草だったり，木の葉だっ   
たり，波だったり。夜でもないのに満天に散らされた点がとくに印象的。  




・「かすれ」を表現可能にしているのが葦ペンであり，ゴッホ自身が切り整え   
たさまざまな太さのものが下の階に展示されている。彼の絵画から受ける   
主たる印象が，糸杉と星空に代表される，燃え上がり，揺れ動き，波打ち   
渦を巻く激情であるとすれば，葦ペンはつねにそこに硬質さを加えてい   
る。しなやかで柔軟な表現でさえ「硬い」のだ。オランダ時代から試みて   
いたこの用具の最適な素材をArlesで見出したと，彼は書簡で書いている。   
作家と用具との幸運な出会いと言うほかはない。  
・Seuratは白い斑点を残すべく，日の租いpapier工ngres（用紙の名前）の上   
にデッサンをして微妙な「光」を表現した。一方のゴッホはタッチを，た   
だ筆触だけを用紙に叩きつける。そしてカンヴァス上で太い描線は太いま   
まに，細い描線は細いままに絵筆によって再現されるのだ。タッチだけと   
いう意味で音楽的とも形容できようデッサンは，Arles時代に完成された  
と考えてよい。  
・「黄色い家」の1／20模型，ならびに正面および一，二階のcm単位の設計   
図が展示されていたのはうれしかった。ゴッホとゴーギャンの居住空間  
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図の準備は整っているのだが…」とカタログには記されている。確かに   
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い。幅広い道に交通量はご くわずかだが，やがて歩道はただの崩れた路肩に変  
じる。なるほど，観光案内所のお嬢さんに手振りで教えられたとおりで，徒歩  
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めておいたが，駅に向う頃には傘が要らぬほどに雨は上がっていた。   
Arlesを去る思いにはやはり格別なものがある。Saint－R6myの病院を出てパ  
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リに赴くときのゴッホは，いったいどんな気持ちで汽車の到着を待っていたの  
だろう。やがてToulouse行き到着の放送があったとき，「さよなら，アルル」  
と呟いてしまったのは失敗だった。この街に辿り着いたときに開いた   
“Arles，iciArles”   
という録音の女性の声も流れてきて，汽車が走り出し，ホームの端を過ぎ  
去ってもなお号泣が止まらなくなってしまったのだ。MonamiVincent（わが友  
ヴアンサンよ），またパリかAuversで会おう。   
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は付き物とはいえ，残念至極。   
内部では古典的でない華やかなオルガン曲が次々に演奏されていて，普がか  









Jacobins（ジャコバン修道院）に接近することができた。   
次の訪れたのはジャコバン修道院で，その概要は以下のとおり。「聖ドミニク  
によってつくられたドミニコ会最初の修道院。13世紀に建てられたゴシック様  
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修道院であった。   
売り場もけっこう充実していて，先に買えなかったサンジャック・ド・コン  
ポステル街道の関連書籍に加え，カタリ派の資料が見つかったのも幸運だっ  
た。   
“LescheminsdeSaint－JaquesdeCompostelle”  













い場所であった。   
カタリ派の教義の詳細については現在のところ未詳であり，ゾロアスター教  
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だ。   
2．肉的な要素はすべて徹底的に排除されるべき実践の対象でしかなくな  
る。したがって肉食，婚姻といった世俗生活のすべてに付随する肉的な要素は，  
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た反形式主義。   
それのみならず，観念が不気味に増殖してゆくとき，あらゆる「肉的」な要  
素にまで否定の手が及ぶことは避けられない。   
a．受「肉」したイエスが「神の子」であることの否定。   
b．救世主キリストの身体と血の否定。それにより聖体拝受が否定される。   
c．水による洗礼の否定。それにより「火と精霊による洗礼」が実行される   
（この点についてはすでにPamaで触れた）。またかくしてサクラメント自  
体が否定される。   
d．偶像の否定。彼らのイコノクラスムは極端に赴き，十字架，教会堂さえ  
拒否する。   
e．旧約聖書の否定。ただし旧約の全体が否定されたわけではなく，現在の  
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であろう，首を欠いた彫刻が多く見られるのには驚く。撮影した二点は14   
世紀のもので，黒ずんだアルカイックな作風がかえって哀愁をそそる。  
・14世紀末～15世紀初頭のレリーフはもっと興味深く，以下の場面が二部に   






・第3室に置かれた，線刻だけの墓石もシンプルな造形がおもしろい（13世   
紀末）。この手の作品をめったに目にしないせいもある。  
・14世紀前半の無名のイタリア人画家によるLeChristencroixavecl’orant   
duCardinalGuilhem・PeireGodin（ママ）。画面下の人物（キリストの足   
下で脆いて祈るGuilhem枢機卿なる男）の稚拙な表現を除けば，Giottoの  
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なのである。他の巡礼地より店先が白っぼく感じられるのも，そのせいにほか   
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表情に漂っているのはそうした「突き抜けた」静けさだけだ。   
いつしか広場は車椅子の人並みで埋まる。聖堂へと登る道も閉鎖され，足は  
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緑の川面に身を捻り，声を殺して号泣する。   
聖域の先端に位置する橋を渡り，芝生に設けられたテント地帯を抜けて（白  
い大型テントは朝顔を伏せた形でしごく美しい），対岸から洞窟の真正面に腰  
掛ける。広場で開かれていたのはイタリア語のミサで ，一方こちらの岸辺では  
フランス語のミサと合唱が行われ，隣に腰掛けた人たちもそれに和する。   
“SainteMarie，m昌redeDieu，priezpournous，pauVreSp6cheurs．  
Maintenantetalorsdenotremort，Amen．   
「神の母，聖母マリアよ，哀れな罪人たる我らのために祈りたまえ。  
今，そして我らの死のときに，アーメン」   
彼らがいつまでも復唱するのはその文句だ。ぼくが立ち去るまで，間を置い  






はすべて異邦人でしかない。   
巨大なミサが終了したためにバジリカ聖堂への階段を登ることができた。時  
の試練を経ていない教会堂というのはこんなものなのだろう，小さな堂内を満  
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ぼくにはひどく気に掛かる。岩屋を巡り，マリア像を見上げてベンチの一つに   
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腰掛ける。誰もが敬度であり敬慶であらざるをえない，染み透るような静寂。  
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辿り直す余裕はないので，マリア信仰を奇跡という観点からだけ考えてみた   
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ば，それは中世中葉のキリスト教成熟期から拡大発展し，花開いていったのだ  
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ア。カトリシズムはなんと最強の安全装置を発明したものではないか！   
奇跡を渇仰する「原始的」心性は，したがって近代においても現代において  
も，決して枯れ果てることがない。Lourdesの主人公ベルナデットに，ここで話  
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深いと思う）。   
さらに補足すれば，16回目の顕現の際，執拗に名を問うベルナデットに「婦  
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期に新宗教を興した教祖たちのことを考えているのだ。   
黒住教 黒住宗忠（1780～1850）35才   
天理教 中山みき（1798～1887）41才   
金光教 赤沢文治（1814～1883）42才   
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ているらしい。ちなみに今年度9月に参加したのはフランスを含め9カ国から  
69団体で，たまたま本日，9月30日に居合わせた団体は以下のとおり（“Lourdes  
magazine”Septembre－Octobre2003による）。   
Brevivet（Paoloni）  イタリア  9／1～30（滞在期間）   
NationalBedevaarten（VNB） オランダ  9／28～10／3   
Rosenkransbedevaart  オランダ  9／29～10／3  
UnitalsiNazionale  イタ1）ア  9／29～10／4   
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帰る。   
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ベてが荒い。顔つきはほとんど戯画化されている。  
・“Lafemme6trang16e”。誰の絵かと名を見ればセザンヌ。これはimpression－   
nisme（印象主義）ではなくexpressionnisme（表現主義）だ。この炎を消   
したのが印象派の仲間だったのか。こうした激しい画面から後年の理知的   
な画風への転換はやはり興味深い。  
・マネといえば直ちに厚塗りの油彩を連想するが，パステルはきわめてしっ   
かりと描かれている。これは彼の「古典性」の現れなのだと思う。マリー・   
カサットの技量もなかなかのものだ。  
・Pont－Avenでも書いたことだが，ゴーギャン風の絵を措きながらエミー   
ル・ベルナールやセリエジュには押し出してくる力がない。しかしゴー   
ギャンもまた，数多くの傑作を残しながら駄作も少なくない。彼は全体と   
してゴーギャンなのであり，もし駄作がいくつか残されているだけだった   
ら誰一人見向きもしないだろう。  
・ゴッホ“L’6glised’Auvers”。絵の具は複製から感じられる以上に厚く盛り上   
げられており，最も厚い下部のクリーム色の部分は2～3ミリにも達しよ   
うか。教会の屋根もとくに紺色の輪郭線が厚く，チューブからじかに塗り   
つけたとしか考えられない。今まで意識していなかったが，左下の塗りは   
とくに荒い。まるで叩きつけたようで，絵の具の「垂れ」，ないしは「撥ね」   
が上方と下方に延びている。   
“Chaume畠Cordeville”の盛り上げも厚く，それらに比べれば“portraitde  
l’artiste”は薄塗りできわめて穏やかだ。きっと見据えた眼差しと青白い炎   
が，その穏やかさのなかで調和している。  
もう一枚の自画像と，“Fritillairescouronneimperialedansunvasede   
cuivre”（記録した綴りの一部不明），“LeRestaurantdelaSir畠ne”の三点   
が並べられていておもしろい（いずれも1887年）。とくに二番目に顕著に現   
れているように，パリ時代にスーラの影響を強く受けた彼の「点描時代」   
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・浅野氏（パリ時代の友人の美術史家）の著作でも読んでいたように，初期   
の“PastraleouIdylle”はやはり考えさせる作品だ（『セザンヌとその時代』   
plO2）。ペニスそのものでしかありえない緑色の突起が水に反映し，ワイン  
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の瓶の別のペニスと触れ合わんばかりに呼応している。なにより先に目に   
入ってくるのはその構図だ。作中人物の誰もが点々ばらばらに自分の夢想   
に耽っており，平板な緑の草地も異様と言えば異様である。作者は暗黙の   
うちにEnigme「謎」という題目を頭に置き，「さあ，解釈してみろ」と居   
直っているのだ。考え込む自分の像が，考えさせる彼の像に重なってくる。  
・’‘LatentationdeSt．Antoine”も，拒絶するアントワーヌの姿が壮絶なまで   
に痛々しい。目鼻立ちははっきりしないし，全体像も土塊でできたミイラ   
のようにぼやけている。描き手自身がアントワーヌになりきり，受難の意   
識，虐げられた者の意識を抱かかナれば措ける作品ではない。  
・“L’oncleDominiqueenavocat”も異様な作品だ。正義を伝えるのであろう   
その弁護士の表情は，背景の白地を直線的に突っ切って鋭く走るひび割れ   
に呼応して，硬く乾いている。壁に埋め込まれた，あるいは壁そのものと   
化した人物。他に比すべきものがあるとすれば抽象画しかない。  
・‘‘AchilleEmperaire”（1969－70）はこの期のなかでもとくに「でろり」とし   
ており，凝固した絵の具の丸い塊がいっそうその印象を深めている。複製   
ではピンと来ないが，これは1×2mほどの大作であって，なぜそうする   
必然性があったのかのかも不思議だ。  
この期の作者が好む赤（シャツ）と深い青（コート）の衣服を，モデル   
は無理やり着せられたのではないか。絶望的な表情といい，この絵には   
subordination「服従」の題名がよく似合いそうだ。  
・セザンヌのなかでも最もなつかしい“LaMasiondupendu”。高校時代から   
偏愛してきた作品に再会して，その色彩の明るさに救われる。草の緑の   
タッチ，黒い窓と扉，質感そのままの近景の土壁，中景のオレンジの壁，   
樹の幹と枝，空気を感じさせる遠景，高くなるにつれて青さを増す空。そ   
れらのすべてが，実はセザンヌらしくはない印象派的な特徴を露骨に見せ   
ながらも，傑作の名をほしいままにしている。   
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・セザンヌとの対決が終わり，緊張の糸が擦り切れた頃にモネの連作が待ち  
構えている。オソロシイばかりの充実ぶりだ。しかし20年前と同様，この  
作家についてぼくは語る言葉を持たない。偉大にして愛せぬモネよ－と   
ぼくは呟く。  
・そのことはルノワールにいっそう当てはまる。しかし最も有名な“Baldu  
MoulindelaGalette”についてはひとこと言ってみたくなる。複製では直感   
しにくいことだが，これもじつはオソロシイ絵なのだ。右端に置かれた瓶   
とグラスと，左端の衣服と少女の顔には，当時，評論家から「腐肉」と酷  




声を勝ち得ていった。しかし“Cheminmontant dansles hautesherbes”  
（1872－75）の人物，草の表現にも注目したい。のちにスーラー派が理論化  
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ないほど高価であった。輸入手数料が異様に高いのだ。   
再びゴー ギャン展に足を運び直すと行列が激減している。行列嫌いのぼくで  
も充分に我慢できる長さだ（正式な呼称は“Gauguin－Tahiti，l’atelier de  
tropiques”で，タヒチ時代に焦点を定めた展覧会である）。興奮を抑えきれずに  
館内を巡りつつ，ここでもぼくは言葉を失った。ヴュイヤール展のときとは  
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ことをつねにためらってきた。なぜなのだろうかと考えながら，やはり言葉を  
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がヨー ロッパの樫桔から完全に「解放」されたと感じたのは，彼にとって手馴  
れたマチエールである油彩よりは版画や彫り物を通してではなかったのか。  
仰々しい苦悩もなく，自由に創作を楽しんでいる彼の様子が，薇郁と匂ってく  




いうのか！ しかしタヒチに舞い戻ったところで，その結果も目に見えている  
ではないか！ マルチニックヘと新たな旅立ちを試みなければならなかったの  
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は，「見すぎた」あるいは「見えすぎた」天才の悲劇にほかならない。それが  
「新天地」を求めての希望に満ちた旅立ちではなく，あとは朽ち果てるしかない  
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